
学校関係者評価委員会報告書 

 

 

学校法人瓶井学園日本メディカル福祉専門学校は、令和元年度学校自己点検・自己評価結果に基づ

いて、令和２年１０月１７日に学校関係者評価委員会を実施しましたので、以下のとおり報告いたし

ます。 

令和２年１０月１７日 

                              学校法人瓶井学園 

日本メディカル福祉専門学校 

                             学校長 瓶井 修 

 

１．学校関係者評価委員 

氏名 所属 

岡本 高博 大阪市成年後見支援センター 本校卒業生 

北野 暢隆 社会福祉法人若葉会保育園こどものくに 園長 

蔵敷 重壽 元大阪市立都島工業高等学校 校長、 

元大阪市教育委員会事務局 高等学校教育課長 （欠席） 

山崎 康祥 大阪府臨床工学技士会 理事 

  

 ２．学校側出席者  

瓶井 修 日本メディカル福祉専門学校 学校長 

堀川 茂野 日本メディカル福祉専門学校 副校長 

中道 和則 日本メディカル福祉専門学校 教務課長 

  小保方 敬子 日本メディカル福祉専門学校 教務主任補 

 

３．議事報告  

項目 評価・意見 

(1)教育理念・目標 

「学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生･保護者等に

周知されているか」について、ほぼ適切との自己点検・自己評価結果は妥当

であるとの意見が一致した。 

学校のホームページにて３つのポリシー「アドミッションポリシー、カリキ

ュラムポリシー、ディプロマポリシー」を掲載して周知している。 

 

(2)学校運営 

「教育活動等に関する情報公開が適切になされているか」について、ほぼ適

切との自己点検・自己評価結果は妥当であるとの意見が一致した。 

ホームページやＳＮＳ等を活用し情報をさらに発信していく。 

 

「情報システム化等による業務の効率化が図られているか」について、ほぼ

適切との自己点検・自己評価結果は妥当であるとの意見が一致した。 

事務側と教務側で意見交換を行い、今まで以上に連携をとってスムーズに業

務の効率化を行う。また、資料請求者のインターネットの申し込みについて、

リクルートの分析を導入し今後入学者の分析を行っていく。 



(3)教育活動 

「キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラム教育方法の

工夫・開発などが実施されているかと」いう点について 

「関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュラム

の作成・見直しが行われているか」という点について 

臨床工学科とこども福祉学科に関しては、カリキュラムは厚生労働省の定め

によるもので既存の補佐的な役割としての講義、実習となる。 

臨床工学科：正規カリキュラム以外の各学年にて特別講義を実施した。臨床

実習前に卒業生のいるクリニックにて患者さん対応について、２年生を対象

にOSCE実習を行った。今年度も１２月に実施する予定である。 

こども福祉学科、保育士科（通信）では平成３１年４月より新カリキュラ

ムにのっとった教育を行っている。総合評価について、授業への意欲度を取

り入れ行ったが、課題が残ったためさらに改良を加え行っていく 

(4)学修成果 

「資格取得率の向上が図られているか」について、臨床工学科は不適切との

自己点検・自己評価報告を行った。昨年度に比べて国家試験合格率は上がっ

たが全国平均を下回る結果であり、試験対策、面談に力をいれていく。 

「卒業生･在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか」、「卒業後のキ

ャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか」の

2点について、ほぼ適切との自己点検・自己評価結果は妥当であるとの意見

が一致した。 

 こども福祉学科の学修成果については、就職率の向上に向けて指導を強化

していく。 

 

(5)学生支援 

「学生の健康管理を担う組織体制はあるか」、「学生への生活環境への支援は

行われているか」、「保護者と適切に連携しているか」の 3点について、ほぼ

適切との自己点検・自己評価結果は妥当であるとの意見が一致した。 

各学科ともに高等教育の修学支援制度の対象になっており、経済的な支援を 

行っていく。保護者説明会をはじめ、電話連絡などを通じて保護者との連携

をはかっていく。 

新型コロナウィルスに対しての対策もアルコール消毒、体温測定、３密回

避など徹底して行っていく。 

 

(6)教育環境 

「学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体

制を整備しているか」、「防災に対する体制は整備されているか」の 2点につ

いて、ほぼ適切との自己点検・自己評価結果は妥当であるとの意見が一致し

た。 

 

(7)学生の受入れ募集 

月一回のオープンキャンパスイベントの実施、学生の活躍する姿のポスタ

ーを作成し、高校訪問を行っている、特に問題なし。 

臨床工学科では、ガイダンスの参加、高校訪問、SNSの発信などを行って

いる。 

こども福祉学科、保育士科（通信）については、実習巡回時に教員が広報活

動をおこなっており、保育士科（通信）については入学につながっている。 

両学科ともにネット出願も行っていく。 

 

(8)財務 特に問題なし。 



(9)法令等の遵守 

「自己評価の実施と問題点の改善を行っているか」、「自己評価結果を公開し

ているか」の 2点について、ほぼ適切との自己点検・自己評価結果は妥当で

あるとの意見が一致した。 

今年度もホームページにて「自己点検・自己評価報告書」、「学校関係者評価

委員会報告書」の情報公開を行った。 

(10)社会貢献・地域貢献 特に問題なし。 

(11)国際交流 

「学習成果が国内外で評価される取組を行っているか」について、ほぼ適切

との自己点検・自己評価結果は妥当であるとの意見が一致した。 

学習成果が国内外に伝わるよう、ホームページを充実させ、情報発信を強化

するとの方針が決定した。 

 

 


